
第三期を見据えた活動事例Ⅰ
【計量標準分野】

（国立研究開発法人産業技術総合研究所 計量標準総合センター 作成資料）

第10回 産業構造審議会産業技術環境分科会知的基盤整備特別小委員会・
日本工業標準調査会基本政策部会知的基盤整備専門委員会 合同会議 資料

（平成31年2月19日開催）
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技術コンサルティング

技術コンサルティングの強化（1/2） 計量標準総合センター

 計量法に基づく特定二次標準器の校正および依頼試験を着実に実施し、
計量トレーサビリティの普及に貢献。

 また技術コンサルティングにより依頼試験＋αのソリューションを提供 （校正・依頼試
験のリストにない測定、分析対象や条件・手法による測定や分析の実施）

校正・依頼試験

技術コンサルティングサービス等を通じ、第一期、第二期知的基盤整備計画で
開発した技術を基により使い易いサービスへの展開を図る
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計測技術による技術コンサルティングの例

＊周波数電気
・第５世代移動体通信に対応したミリ波（>20 GHz）帯域の各種計測技術
・内部インピーダンスの高精度測定に基づくリチウムイオン電池劣化の短時間評価
・スマートグリッド・HEMSに対応した標準にトレーサブルな電力測定
＊形状計測
・３次元計測（CMM）の精度評価・認証
・X線CTによる３D微細構造計測・評価
＊温度・流量
・省エネの基礎となる熱流量の精密計測
・放射率補正による放射温度測定の高精度化
・エンジン燃費計測に対応する微小流量からパイプラインに対応した大流量までの
高精度流量計測

＊環境・放射線
・定量NMRによる有機物質の純度評価
・X線、γ線、β線、中性子線の測定技術・不確かさ評価

日経テクノロジーオンライン記事
「産総研、国際基準の計測サービスで企業の製品開発を支援」より引用

技術コンサルティングの強化（2/2） 計量標準総合センター
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国内産業の国際競争力強化のため、これまで整備された知的基盤を利用して
共同研究や公的研究プロジェクトによる先端計測技術の開発を実施する

計量標準の応用と新規サービス

• 人工物に頼らない質量標準の開発
• 時間標準の開発
• 次世代自動車のための計測技術開発
• 225 kV 計測用Ｘ線ＣＴの共同開発
• 高圧水素流量計測技術の開発
• チップスケール原子時計
• 定量NMRと標準物質



• 水素ステーション計量器検査のための臨界ノズルステップアップ法を
用いた世界最高水準の高圧水素流量計測技術を開発した。

• 中高圧領域（〜350気圧）で実流評価試験を行うことができる高圧水
素流量計校正設備を整備した。

成果リスト 国際標準化1件（OIML勧告改定）、共同研究1件

技術開発
の要点

高圧水素流量計測技術の開発
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• 水素ステーションにおける水素燃料適正計量による消費者保護
• 燃料電池自動車の普及および水素社会実現への貢献アウトカム

メーカー間器差評価

350気圧高圧水素流量計校正設備を整備 コリオリ流量計器差試験

中高圧領域における水素実流試験が可能

水素社会に向けた技術開発 計量標準総合センター
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平成30年度活動実績および予定

計量標準に関する定期的イベントの開催やインターネットを活用した情報発信

• 4/25 第十四回NMIJ国際計量シンポジウム
• 9/6 NMIJ標準物質セミナー2018
• 9/27 第十六回計測標準フォーラム講演会
• 9/28 NMIJ法定計量セミナー2018
• 12/2 日本学術会議公開シンポジウム

9/27 第十六回計測標準フォーラム講演会

各種イベント・協力の強化（1/2） 計量標準総合センター



成果普及、広報、中小企業支援・計測クラブ等の活動
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主な活動

・研究会・講演会

・共同研究の開催

・技術相談

・情報発信、解説
計量標準、国際計量活動
経産省の施策

・要望の施策への反映

国家計量標準を普及かつ共有す
る場として23の計測クラブを運営

会員：約 3, 300名
(平成30年12月20日現在)

（※複数クラブへの重複参加を含む）

各種イベント・協力の強化（2/2）

分野 名称 今年度の主な実績
時間・

周波数・
電気・温度・

湿度・光
物理計測クラブ 平成30年年度 計量標準総合センター成果発表会

（平成31年2月14日）

長さ
幾何学量 長さクラブ 平成30年度長さクラブ講演会（平成31年2月21日）

力 圧力 真空 力・トルク計測
クラブ NMIJ力・トルク計測クラブ第8回全体会合（平成30年11月12日）

音響 振動 超音波音場計測
クラブ 第14回 超音波音場計測クラブ会合（平成31年2月8日）

流量 流量計測クラブ 半導体製造ガス流量ワーキンググループ説明会 （平成31年1月11日）
第15回 NMIJ流量計測クラブ会合（平成30年10月19日）

物性 材料 固体熱物性クラブ 第13回固体熱物性クラブ全体会合（平成30年6月15日）

放射線・
放射能

放射線・放射能・
中性子計測クラブ

第27回 放射線・放射能・中性子計測クラブ研究会
（平成30年6月8日）
第28回 放射線・放射能・中性子計測クラブ研究会
（平成30年11月8日）

量子ビーム計測
クラブ 第１回量子ビーム計測クラブ研究会（平成30年7月27日）

無機分析・
有機分析

標準ガスクラブ 平成30年度標準ガスクラブ講演会（平成31年3月8日）

定量NMRクラブ 定量NMRクラブ第7回会合（平成30年12月14日）

法定計量 法定計量クラブ 第10回 NMIJ 法定計量クラブ（平成30年3月14日）

不確かさ・
計量文書 不確かさクラブ 第13回不確かさクラブ総会（平成31年1月23日）

計量標準総合センター



（参考資料）
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・CLEにより，３D計測結果をデジタル設計データにフィードバックして高精度化する
ための補正技術開発と大規模な実験的検証．
・地域連携による，地域毎に特色ある企業活動に即した支援体制の構築．
・３Dスキャナ性能評価法の国際規格開発およびラウンドロビンの企画と実施．

成果リスト 国際規格開発ＰＬ：２件，企業共同研究11件，論文２報

技術開発
の要点

３Ｄスキャナと３Ｄプリンタを通じた地域連携
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各公設研の得意とする３D計測／３D造形技術を持ち寄り，
オールジャパン体制で我が国の３Dものづくり競争力を強化．

アウト
カム

各公設研でデジタイズした造形誤差情報を集積

補正前の
幾何誤差
のイメージ

補正後の
幾何誤差
のイメージ

誤差補正技術開発
大規模な実験的検証

地域公設試と連携し中小ものづくりを支援（2/2）計量標準総合センター
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定量NMR 基準物質の開発・供給（3/3） 計量標準総合センター
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定量NMRと標準物質

https://www.aist.go.jp/aist_j/news/pr20180702.html

産総研が世界に先駆けて実用化した定量核磁気共鳴分光法（qNMR）などの校正
技術をさらに高度化させて、迅速さと正確さを兼ね備えたドーピング禁止物質の分析技
術を開発し、国際単位系（SI）にトレーサブルな分析基盤を構築します。本研究ラボ
で構築した技術は、NMIJから認証標準物質や校正サービスとして、また、試薬メーカーな
どを通じてNMIJトレーサブル標準物質として、検査分析機関に供給する予定であり、オリ
ンピックなどの国際競技大会でのドーピング検査基盤強化への貢献を目指します。

（産総研プレスリリースより抜粋）

「ドーピング検査標準研究ラボ」を設立 －スポーツイベントでの正確な検査に貢献－
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発表・掲載日：2017/10/24 

質量の単位「キログラム」の新たな基準となるプランク定数の

決定に貢献 

－世界最高レベルの精度でプランク定数を測定－ 

ポイント 

• 国際キログラム原器の長期的な質量安定性を上回る精度でプランク定数を測定 

• 科学技術データ委員会による、キログラムの新たな定義に用いられるプランク定数の決定に貢献 

• およそ 130 年ぶりのキログラムの定義改定に貢献する歴史的な成果 

 

概要 

 国立研究開発法人 産業技術総合研究所【理事長 中鉢 良治】（以下「産総研」という）工学計測標準研

究部門【研究部門長 高辻 利之】 藤井 賢一 首席研究員、同部門 質量標準研究グループ 倉本 直樹 主

任研究員、水島 茂喜 主任研究員、物質計測標準研究部門【研究部門長 高津 章子】 表面・ナノ分析研

究グループ 張 ルウルウ 主任研究員らは、シリコン単結晶球体の超精密な形状計測を通じて、基礎物理定数の

一つであるプランク定数を世界最高レベルの精度で測定し、キログラムの定義改定に向け大きく貢献した。 

 キログラムは現在、世界に一つしかない分銅「国際キログラム原器」の質量と定義されている。しかし国際キログラム

原器の質量は、長期的には表面の汚染などによって変動してしまうことがわかってきた。そのため、普遍的な基礎物

理定数に基づいた定義に改定すべく、基礎物理定数を国際キログラム原器の質量の長期安定性よりも高い精度

で決定するための研究が各国で進められてきた。その結果、プランク定数に基づく新たなキログラムの定義に移行する

かどうかが、2018 年に審議されることとなっている。 

 今回、産総研では超高精度のレーザー干渉計と表面分析システムを用いて、直径約 94 mm のシリコン単結晶

球体の形状を 1 nm 未満の精度で測定することで、プランク定数を世界最高レベルの精度で測定した。さらに、科

学技術データ委員会（CODATA）は、産総研や複数の海外の研究機関のプランク定数の高精度測定結果に基

づき、キログラムの新しい定義に用いられるプランク定数の値を決定した。わが国が国際単位系（SI）の基本単位

の定義の決定に直接関与するのは初めてであり、約 130 年ぶりとなるキログラムの定義改定に貢献する歴史的な

成果と言える。 

 なお、CODATA によるプランク定数の決定の詳細は、2017 年 10 月 21 日（現地時間）に英国物理学会誌

Metrologia に Accepted Manuscript として掲載された。 
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産総研で開発したシリコン単結晶球体の形状を高い精度で測定するレーザー干渉計（左）と、 

直径測定値の、平均直径からの偏差を表示した球体形状三次元図（右） 
 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所ウェブサイトから 
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発表・掲載日：2018/07/02 

「ドーピング検査標準研究ラボ」を設立 

－スポーツイベントでの正確な検査に貢献－ 

ポイント 

• ドーピング禁止物質の迅速で正確な分析技術の開発に着手 

• オリンピックなどにおける検査の信頼性を計量学的に支援 

 

概要 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所【理事長 中鉢 良治】（以下「産総研」という）計量標準総合セン

ター【総合センター長 臼田 孝】（以下「NMIJ」という）は、平成 30 年 7 月 1 日に「ドーピング検査標準研究ラ

ボ」を立ち上げ、ドーピング検査における分析値の信頼性向上に資する研究を行います。 

国際競技大会に出場する選手などが対象となるドーピング検査は、世界アンチ・ドーピング機構（WADA）が公示

するドーピング禁止物質のリストに基づいて行われています。近年、ドーピングの多様化によって禁止物質は増え続け

ており、現在は数百種類にも及びます。ドーピング検査に用いる分析装置の目盛付けには禁止物質と同じ種類の

標準物質が必要ですが、禁止物質には大量合成が難しい代謝物なども多く、必要となる標準物質を常備すること

は容易ではありません。信頼性の高いドーピング検査結果を得るには、計量学的に高品質な標準物質の拡充が不

可欠であり、2020 東京オリンピック・パラリンピックなどでの検査基盤強化の一環として、WADA から産総研に計量

学的な支援の要請がありました。 

そこで本研究ラボでは、産総研が世界に先駆けて実用化した定量核磁気共鳴分光法（qNMR）などの校正技

術をさらに高度化させて、迅速さと正確さを兼ね備えたドーピング禁止物質の分析技術を開発し、国際単位系

（SI）にトレーサブルな分析基盤を構築します。本研究ラボで構築した技術は、NMIJ から認証標準物質や校正

サービスとして、また、試薬メーカーなどを通じて NMIJ トレーサブル標準物質として、検査分析機関に供給する予定

であり、オリンピックなどの国際競技大会でのドーピング検査基盤強化への貢献を目指します。 
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国立研究開発法人 産業技術総合研究所ウェブサイトから 




